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「ビジュアル音波強度計・電界強度計」

０．概 要：
（１）音波干渉や共鳴気柱内の「音波の強弱を LEDや電圧計で観察」する装置。
（２）「電波(電界)の強さや偏波を LED光の強弱で観察」する装置｡ の 2題

Ⅰ．はじめに：
「オペアンプを使った音波強度計」実験をしたが、たまに感度が悪くなる。知見がな

いため汎用の低周波増幅器を利用したところ､音楽や歌でも反応！ あわせてｱﾏﾁｭｱ無線界

では良く知られている FCZ研究所の『ﾋﾞｼﾞｭｱﾙ電界強度計Ⅱ』も追製作した。

Ⅱ．製作・実験： (連休中で入力が億劫のため､完成版のみ画像貼り付け･･)

（１）

（２）

※ FCZ研究所 編



Ⅲ．実験メモ

（１）『ﾋﾞｼﾞｭｱﾙ音波強度計』＝低周波ｱﾝﾌﾟ＋ LED表示器

＊実験用低周波ｱﾝﾌﾟ部

外部入力ｼﾞｬｯｸにﾏｲｸﾌﾟﾗｸﾞ

を差し込むと内蔵ﾏｲｸが OFF
出力ｼﾞｬｯｸにｲﾔﾎﾝやｽﾋﾟｰｶｰ

を差し込むと LEDが OFF
ｹﾞﾙﾏﾆｳﾑﾗｼﾞｵを増幅したり、

ｸﾘｽﾀﾙｲﾔﾎﾝを紙ｺｯﾌﾟに押し当

てﾏｲｸ代わりにするとｱﾘの足

音が聞こえる！

＊ 100μ F以降のLED表示部
だけを作ってラジカセ出力

につないでも同様の効果！

※広い部屋で皆で見る場合には、出力１W程度の高輝度 LEDがお勧め！
LEDの電流値に見合うﾄﾗﾝｼﾞｽﾀや電源を使用のこと。

※ｱﾝﾌﾟ入力のｺﾝﾃﾞﾝｻｰを 10μ Fとしたところ、低音や歌声にも良く反応するよ
うになった。実験によってはどちら側が高電位になるかわからないので、「無

極性の積層ｾﾗﾐｯｸｺﾝﾃﾞﾝｻｰ」を使用した。はじめ 0.1μ Fで実験したが、LM386N
では問題なかったが、JRC386BD(出力が 1W程度出る)を使用したところﾎﾞﾘｭｰ
ﾑ最大位置で発振した。

＊反省：「実験用低周波増幅器」兼用としたため、発振防止策をしすぎてくどい

回路になった。もっとシンプルでも行けるはず･･

（２）『ﾋﾞｼﾞｭｱﾙ電界強度計Ⅱ』 (FCZ研究所 故_大久保 OMの作品。資料参照)

＊ｱﾝﾃﾅのどこから強

く電波が送受信さ

れているか、電磁

波の偏波も視覚的

によくわかる!!

＊検波用ﾀﾞｲｵｰﾄﾞには

手持ちのｹﾞﾙﾏﾆｳﾑ

ﾀﾞｲｵｰﾄﾞ 1N60を
使用したが、相当

品や、高周波用のｼｮｯﾄｷｰﾊﾞﾘｱﾀﾞｲｵｰﾄﾞやﾋﾟﾝﾀﾞｲｵｰﾄﾞ等あり。

※以前は「赤色 LED：順方向電圧 Vf＝ 1.6V」のものが主流であったが、最近入
手できるものは「高輝度赤色 LED：順方向電圧 Vf＝ 2.7V」のよう･･。入手で
きるものの規格を確認し、制限抵抗の値を要再計算。

Ⅳ．参考資料：

＊『ﾋﾞｼﾞｭｱﾙ電界強度計Ⅱ』The Fancy Crazy Zippy(通称 FCZ誌)209号
(Jan.1993_大久保 忠 氏／ JH1FCZ） または「寺子屋ｷｯﾄ 201」
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